
 

○建築基準法に基づく中間検査に係る特定工程及び特定工程後の工程の指定について 

平成２８年９月９日 

告示第２１８号 

建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第７条の３第１項第２号及び第６

項の規定により、特定工程及び特定工程後の工程を次のとおり指定します。 

建築基準法に基づく中間検査に係る特定工程及び特定工程後の指定について（平成２８年茅ヶ崎市

告示第１３２号）は、廃止します。 

１ 中間検査を行う建築物 

次に掲げる建築物とする。ただし、法第６条の４第１項第１号に規定する認定型式に適合する建

築材料を用いる建築物、法第１８条第３項の規定による確認済証の交付を受けた建築物、法第８５

条第５項又は第６項の規定により許可を受けた仮設興行場等、住宅の品質確保の促進等に関する法

律（平成１１年法律第８１号）第５条第１項の規定による住宅性能評価書の交付を受ける建築物及

び附属建築物を除く。 

(1) 建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１６条第１項に規定する建築物 

(2) 新築に係る建築物で階数が３以上のもの又は増築若しくは改築に係る建築物で当該増築若し

くは改築に係る部分の階数が３以上のもの 

(3) 新築に係る建築物で建築主が居住しない一戸建ての住宅 

２ 特定工程及び特定工程後の工程 

次の表の左欄に掲げる中間検査を行う建築物の構造に応じ、同表の中欄及び右欄に定めるとおり

とする。この場合において、建築物が２以上ある場合にあっては各建築物の構造に応じ各建築物ご

とに、１の建築物の工区を分ける場合にあっては当該建築物の構造に応じ各工区ごとに、同様とす

る。 

中間検査を行う建築物の構造 特定工程 特定工程後の工程 

主要な構造が木造 屋根の小屋組工事及び構造耐

力上主要な軸組の工事並びに

枠組壁工法にあっては耐力壁

の工事の工程 

構造耐力上主要な軸組及び耐力

壁を覆う外装工事（屋根ふき工

事を除く。）及び内装工事の工

程 

主要な構造が鉄骨造 階数が１の場合は屋根の工事

の、階数が２以上の場合は２

階の床の取付工事の工程 

柱、はり、斜材、床材等の相互

の溶接又はボルト接合等の部分

を覆う内装工事、外装工事及び

耐火被覆を設ける工事の工程 

主要な構造が鉄筋コンクリート造又

は補強コンクリートブロック造 

階数が１の場合は屋根の工事

の、階数が２以上の場合は２

階の床の配筋工事の工程 

階数が１の場合は構造耐力上主

要な部分の配筋部分を覆うコン

クリートを打ち込む工事の、階

数が２以上の場合は２階の床の

配筋を覆うコンクリートを打ち

込む工事の工程 

主要な構造が鉄骨鉄筋コンクリート

造 

階数が１の場合は屋根の工事

の、階数が２以上の場合は２

階の床の取付工事の工程 

階数が１の場合は構造耐力上主

要な部分の鉄骨及び配筋部分を

覆うコンクリートを打ち込む工

事の、階数が２以上の場合は２

階の構造耐力上主要な部分の鉄

骨及び配筋部分を覆うコンクリ

ートを打ち込む工事の工程 

 


